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１．概要（Summary ） 
固体高分子形燃料電池(PEFC)を高性能化させる上

で，多孔質構造の触媒層内部に形成される高分子薄膜

（アイオノマー）の構造とその形成過程は重要な要因

であるが，詳細については未だに明らかとなっていな

い．そこで高分子としてナフィオンの薄膜形成過程に

着目し，表面プラズモン共鳴イメージングによる観察

を行うため，必要となるサンプルの光学定数について

エリプソメータを用いて計測を試みた． 
２．実験（Experimental） 

実験ではナフィオン分散液をガラス基板（塗膜 50 
nm の金薄膜コーティング有）の上に滴下，乾燥させ

てナフィオン薄膜を形成した．ナフィオン分散液の濃

度と滴下量を制御することで，３種類の膜厚（30 nm, 
100 nm, 150 nm）のサンプルを作製した．これらの

サンプルを対象に，エリプソメーター（日本分光社，

M-500S）を用いて光学定数の計測を行った．  
３．結果と考察（Results and Discussion） 
実験においては，まずガラス基板の光学定数を測定し

た後，薄膜の計測を行った．３種類の膜厚のサンプルに

対して，入射角 55 度に設定した計測によって得られた光

学定数の波長依存性を Fig.1～Fig.3 に示す．この結果よ

り，ナフィオン膜の光学定数は膜厚が 100 nm と 150 

nm の２ケースでは大きな違いは見られないが，30 nm

の薄い薄膜になると屈折率 n は減少し，消衰係数 k は

増加することが分かった． 
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Fig.1 Optical constant of Nafion(150 nm) 

Fig.2 Optical constant of Nafion(100 nm) 

Fig.3 Optical constant of Nafion(300 nm) 


